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　令和２年度全国安全週間（令和２年７月１日〜７月７日）に建災防の広島分会と尾道分会で安全パトロールを
実施しました。
　例年は、広島労働局、労働基準監督署と建災防広島県支部、分会の合同パトロールを実施していましたが、今
年は新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、分会の役員、安全指導部会員が３蜜をできる限り回避したパ
トロールとなりました。
　広島分会では、７月３日に俵分会長、分会役員８名、安全指導部会員26名と建災防広島県支部から安全管理士、
事務局長代理、専門工事安全衛生活動支援事業推進員が参加しました。
　パトロール現場は、公共施設整備、倉庫建替、共同住宅新築工事３現場の計５カ所の現場において、当該工事
の概要説明後に参加者による安全設備、作業状況、安全管理状況等の点検を行いました。
　パトロール後の講評では、いずれの現場も場内は良く整備され、足場や開口部からの墜落・転落防止防止措置、
車両系建設機械の作業計画、作業半径内立ち入り禁止措置、コロナ・熱中症防止等の重点安全対策を明確にした
取組と管理が良好に実施されていた、一部不備な箇所の対処・改善や今後の作業で予想される災害防止について
意見交換を行いました。
　今後も、安全作業の徹底と実施されている様々な災害防止活動を継続され、工事完成までの無災害施工をお願
いしました。

全国安全週間に安全パトロールを実施しました

公共施設整備工事

共同住宅新築工事（1）

公共施設整備工事

共同住宅新築工事（1）
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　尾道分会では、７月１日と３日の２日間に安全指導員24名と広島県尾道農林事務所及び広島県東部建設事務所
担当者の総勢24名の参加により、５地区に分かれて９現場の安全パトロールを実施しました。
　７月１日は世羅地区、御調地区、因島地区で、公共土木工事４件と木造住宅工事の現場、３日は尾道地区、向
島地区で公共土木工事２件、民間建築工事、木造住宅工事の現場の安全設備、作業状況、安全管理状況等の点検
を行いました。
　パトロール後の講評では、いずれの現場も場内は良く整備され、安全掲示物の整備、コロナ・熱中症対策への
工夫が見受けられた。足場や開口部からの墜落・転落防止防止措置、車両系建設機械の旋回範囲内立ち入り禁止
措置は良好に実施されていたが、一部足場や昇降路の不備と材料の置き場、置き方の検討や今後の作業で予想さ
れる災害防止について意見交換を行いました。
　安全パトロールの実施にご協力いただきました事業所の皆様に感謝申し上げますとともに、工事完成までの無
事故無災害をご祈念申し上げます。

公共土木工事

民間建築工事

共同住宅新築工事（2）

公共土木工事

木造住宅新築工事　

共同住宅新築工事（3）
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環 境 省
厚生労働省
令和2年5月

新型コロナウイルス感染症に関する情報：
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html

熱中症に関する詳しい情報： https://www.wbgt.env.go.jp/

新型コロナウイルスの出現に伴い、感染防止の３つの基本である①身体的距離の確保、②マスクの着用、
③手洗いや、「３密（密集、密接、密閉）」を避ける等の「新しい生活様式」が求められています。このよ
うな「新しい生活様式」における熱中症予防行動のポイントは以下のとおりです。

「新しい生活様式」における熱中症予防行動のポイント

１ 暑さを避けましょう

・エアコンを利用する等、部屋の温度を調整
・感染症予防のため、換気扇や窓開放によって換気を
確保しつつ、エアコンの温度設定をこまめに調整
・暑い日や時間帯は無理をしない
・涼しい服装にする
・急に暑くなった日等は特に注意する

３ こまめに水分補給しましょう

・のどが渇く前に水分補給
・1日あたり１.２リットルを目安に
・大量に汗をかいた時は塩分も忘れずに

高齢者、子ども、障害者の方々は、熱中症になりやすいので十分に注意しましょう。３密
（密集、密接、密閉）を避けつつ、周囲の方からも積極的な声かけをお願いします。

４ 日頃から健康管理をしましょう

・日頃から体温測定、健康チェック
・体調が悪いと感じた時は、無理せず
自宅で静養

厚生労働省

５ 暑さに備えた体作りをしましょう

・暑くなり始めの時期から適度に運動を
・水分補給は忘れずに、無理のない範囲で
・「やや暑い環境」で「ややきつい」と
感じる強度で毎日30分程度

２ 適宜マスクをはずしましょう

・気温・湿度の高い中でのマスク着用は要注意
・屋外で人と十分な距離（２メートル以上）を確保で
きる場合には、マスクをはずす

・マスクを着用している時は、負荷のかかる作業や運
動を避け、周囲の人との距離を十分にとった上で、
適宜マスクをはずして休憩を

距離を十分にとる

令和２年度の熱中症予防行動の留意点について
〜「新型コロナウイルスを想定した『新しい生活様式』」における熱中症予防〜
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経営トップ
方針表明
経営トップ
方針表明

労働者の意⾒を聴く機会や
労使で話し合う機会

労働者の意⾒を聴く機会や
労使で話し合う機会

担当者・組織
の指定

担当者・組織
の指定

体制

危険源の特定等のリスクアセスメントと対策の検討

身体機能を補う設備・装置の導入
（災害の頻度や重篤度を低減させるもの）

働く高齢者の特性を考慮した作業管理

健康診断

健診後の就業上の措置（労働時間短縮、
配置転換、療養のための休業等）

安
全
衛
生
教
育

安全で健康に働く
ための体⼒チェック

体⼒づくりの
自発的な取組の促進

措置予防 把握・気づき

体⼒や健康状況に適合する業務の提供

運動習慣、食習慣等の
⽣活習慣の⾒直し

メンタルへルス対策
(セルフケア・ラインケア等)

具体的取組

ストレスチェック
①個人、②集団分析

作業前の体調チェック

健診後の面接指導、保健指導

身体機能を補う 設備・装置の導入
（本質的に安全なもの）

危険箇所、危険作業
の洗い出し

職場環境の改善等のメンタルへルス対策

低体⼒者への体⼒維持・向上に向けた指導

健康維持と体調管理

ガイドラインの概要

このガイドラインは、高齢者を現に使用している事業場やこれから使用する予定の事業場
で、事業者と労働者に求められる取組を具体的に示したものです。全文はこちら→

事業者に求められる事項

事業者は、以下の１〜５について、⾼年齢労働者の就労状況や業務の内容等の実情に応じ、
国や関係団体等による支援も活用して、実施可能な労働災害防止対策に積極的に取り組むよ
うに努めてください。

場
の
リ
ス
ク

人
の
リ
ス
ク

事業場における安全衛⽣管理の基本的体制と具体的取組の体系を図解すると次のようになります。

考慮事項
・⾼年齢労働者が、職場で気付いた労働安全衛⽣に関するリスクや働く上で負担に感じてい
ること、⾃⾝の不調等を相談できるよう、社内に相談窓口を設置したり、孤⽴することな
くチームに溶け込んで何でも話せる⾵通しの良い職場⾵⼟づくりが効果的です

１ 安全衛⽣管理体制の確⽴

ア 経営トップによる方針表明と体制整備
・企業の経営トップが高齢者労働災害防止対策に取り組む方針を表明します
・対策の担当者や組織を指定して体制を明確化します
・対策について労働者の意⾒を聴く機会や、労使で話し合う機会を設けます

令和2年3月16日付け基安発0316第１号
「⾼年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドラインの策定について」

イ 危険源の特定等のリスクアセスメントの実施
・⾼年齢労働者の⾝体機能の低下等による労働災害発⽣リスクについて、災害事例やヒヤリ
ハット事例から洗い出し、対策の優先順位を検討します

・リスクアセスメントの結果を踏まえ、２以降の具体的事項を参考に取組事項を決定します

考慮事項
・職場改善ツール「エイジアクション100」のチェックリストの活用も有効です→
・必要に応じフレイルやロコモティブシンドロームについても考慮します

※フレイル︓加齢とともに、筋⼒や認知機能等の⼼⾝の活⼒が低下し、⽣活機能障害や要介護状態等の危険性が⾼くなった状態
※ロコモティブシンドローム︓年齢とともに⾻や関節、筋⾁等運動器の衰えが原因で「⽴つ」、「歩く」といった機能（移動機能）が低下している状態

・社会福祉施設、飲食店等での家庭生活と同様の作業にもリスクが潜んでいます
2

このガイドラインは、高年齢労働者が安心して安全に働ける職場環境づくりや労働災害の予防
的観点から、高年齢労働者の健康づくりを推進するために、高年齢労働者を使用する又は使用し
ようとする事業者と労働者に取組が求められる事項を具体的に示すものです※。

 労働災害による休業４日以上の死傷者数のうち、
歳以上の労働者の占める割合が増加傾向。

（平成 年は ％）
 労働者千人当たりの労働災害件数（千人率）では、
男女ともに若年層に比べ高年層で相対的に高い。
（ ～ 歳と比べ ～ 歳では男性 倍、女性 倍）

高年齢労働者の就労状況や業務の内容等の実情に応じて、国や関係団体等による支援
も活用して、実施可能な労働災害防止対策に積極的に取り組むよう努める。
事業者が実施する労働災害防止対策の取組に協力するとともに、自己の健康を守るた
めの努力の重要性を理解し、自らの健康づくりに積極的に取り組むよう努める。

※ 請負の形式による契約により業務を行う者についても参考にすることを期待

事業者に求められる取組
（１～５のうち法令で義務付けられているものに必ず取り組むことに加えて、実施可能なものに取り組む）

１ 安全衛生管理体制の確立等
 経営トップ自らが安全衛生方針を表明し、担当する組織や担当者を指定
 高年齢労働者の身体機能の低下等による労働災害についてリスクアセスメントを実施

２ 職場環境の改善
 照度の確保、段差の解消、補助機器の導入等、身体機能の低下を補う設備・装置の導入
 勤務形態等の工夫、ゆとりのある作業スピード等、高年齢労働者の特性を考慮した作業管理

３ 高年齢労働者の健康や体力の状況の把握
 健康診断や体力チェックにより、事業者、高年齢労働者双方が当該高年齢労働者の健康や

体力の状況を客観的に把握
４ 高年齢労働者の健康や体力の状況に応じた対応
 健康診断や体力チェックにより把握した個々の高年齢労働者の健康や体力の状況に応じて、
安全と健康の点で適合する業務をマッチング

 集団及び個々の高年齢労働者を対象に身体機能の維持向上に取り組む
５ 安全衛生教育
 十分な時間をかけ、写真や図、映像等、文字以外の情報を活用した教育を実施
 再雇用や再就職等で経験のない業種や業務に従事する場合には、特に丁寧な教育訓練

高年齢労働者が安心して安全に働ける職場環境づくり等が重要
※経済財政運営と改革の基本方針（令和元年６月閣議決定）において「サービス業で増加している高齢者の労働災害を
防止するための取組を推進する」ことが盛り込まれている。

事業者

労働者

■男性、 女性

＜年齢別・男女別の労働災害発生率（千人率）平成 年＞
出典：労働力調査、労働者死傷病報告背景・現状

（１）中小企業や第三次産業における高年齢労働者の労働災害防止対策の取組事例の活用
（２）個別事業場に対するコンサルティング等の活用
（３）エイジフレンドリー補助金等の活用（令和２年度創設予定）
（４）社会的評価を高める仕組みの活用（安全衛生優良企業公表制度、あんぜんプロジェクト等）
（５）職域保健と地域保健の連携及び健康保険の保険者との連携の仕組みの活用

国・関係団体等による支援の活用

高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン概要
（エイジフレンドリーガイドライン）

求められる取組

労働者に求められる取り組み
 自らの身体機能や健康状況を客観的に把握し、健康や体力の維持管理に努める
 日頃から運動を取り入れ、食習慣の改善等により体力の維持と生活習慣の改善に取り組む

別添資料１
経営トップ
方針表明
経営トップ
方針表明

労働者の意⾒を聴く機会や
労使で話し合う機会

労働者の意⾒を聴く機会や
労使で話し合う機会

担当者・組織
の指定

担当者・組織
の指定

体制

危険源の特定等のリスクアセスメントと対策の検討

身体機能を補う設備・装置の導入
（災害の頻度や重篤度を低減させるもの）

働く高齢者の特性を考慮した作業管理

健康診断

健診後の就業上の措置（労働時間短縮、
配置転換、療養のための休業等）

安
全
衛
生
教
育

安全で健康に働く
ための体⼒チェック

体⼒づくりの
自発的な取組の促進

措置予防 把握・気づき

体⼒や健康状況に適合する業務の提供

運動習慣、食習慣等の
⽣活習慣の⾒直し

メンタルへルス対策
(セルフケア・ラインケア等)

具体的取組

ストレスチェック
①個人、②集団分析

作業前の体調チェック

健診後の面接指導、保健指導

身体機能を補う 設備・装置の導入
（本質的に安全なもの）

危険箇所、危険作業
の洗い出し

職場環境の改善等のメンタルへルス対策

低体⼒者への体⼒維持・向上に向けた指導

健康維持と体調管理

ガイドラインの概要

このガイドラインは、高齢者を現に使用している事業場やこれから使用する予定の事業場
で、事業者と労働者に求められる取組を具体的に示したものです。全文はこちら→

事業者に求められる事項

事業者は、以下の１〜５について、⾼年齢労働者の就労状況や業務の内容等の実情に応じ、
国や関係団体等による支援も活用して、実施可能な労働災害防止対策に積極的に取り組むよ
うに努めてください。

場
の
リ
ス
ク

人
の
リ
ス
ク

事業場における安全衛⽣管理の基本的体制と具体的取組の体系を図解すると次のようになります。

考慮事項
・⾼年齢労働者が、職場で気付いた労働安全衛⽣に関するリスクや働く上で負担に感じてい
ること、⾃⾝の不調等を相談できるよう、社内に相談窓口を設置したり、孤⽴することな
くチームに溶け込んで何でも話せる⾵通しの良い職場⾵⼟づくりが効果的です

１ 安全衛⽣管理体制の確⽴

ア 経営トップによる方針表明と体制整備
・企業の経営トップが高齢者労働災害防止対策に取り組む方針を表明します
・対策の担当者や組織を指定して体制を明確化します
・対策について労働者の意⾒を聴く機会や、労使で話し合う機会を設けます

令和2年3月16日付け基安発0316第１号
「⾼年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドラインの策定について」

イ 危険源の特定等のリスクアセスメントの実施
・⾼年齢労働者の⾝体機能の低下等による労働災害発⽣リスクについて、災害事例やヒヤリ
ハット事例から洗い出し、対策の優先順位を検討します

・リスクアセスメントの結果を踏まえ、２以降の具体的事項を参考に取組事項を決定します

考慮事項
・職場改善ツール「エイジアクション100」のチェックリストの活用も有効です→
・必要に応じフレイルやロコモティブシンドロームについても考慮します

※フレイル︓加齢とともに、筋⼒や認知機能等の⼼⾝の活⼒が低下し、⽣活機能障害や要介護状態等の危険性が⾼くなった状態
※ロコモティブシンドローム︓年齢とともに⾻や関節、筋⾁等運動器の衰えが原因で「⽴つ」、「歩く」といった機能（移動機能）が低下している状態

・社会福祉施設、飲食店等での家庭生活と同様の作業にもリスクが潜んでいます
2

高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン概要



（6）　　　　　　　　　　　建災防広島　第３種郵便物認可　令和２年７月10日発行　第634号



建災防広島　第３種郵便物認可　令和２年７月10日発行　第634号　　　　　　　　　　　（7）

令和元年・令和２年　建設業における事故の型別労働災害発生状況（労働者死傷病報告による）
広島労働局（令和２年度５月末）

署別
全　　産　　業 建　　設　　業

令和元年 令和２年 増減数 令和元年 令和２年 対前年
増減数

対前年
増減率
（％）

建設業
／全産
業（％）死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計 死亡 休業 死傷計

広島中央 1 301 302 1 262 263 −39 31 31 35 35 4 12.9 13.3
呉 1 87 88 1 83 84 −4 1 9 10 5 5 −5 −50.0 6.0
福　山 2 214 216 1 207 208 −8 17 17 34 34 17 100.0 16.3
三　原 2 53 55 1 56 57 2 1 12 13 7 7 −6 −46.2 12.3
尾　道 1 78 79 1 54 55 −24 11 11 12 12 1 9.1 21.8
三　次 52 52 67 67 15 6 6 16 16 10 ― 23.9
広島北 82 82 1 79 80 −2 12 12 4 4 −8 −66.7 5.0 
廿日市 77 77 88 88 11 14 14 2 2 −12 −85.7 2.3
合　計 7 944 951 6 896 902 −49 2 112 114 115 115 1 0.9 12.7

令和元年・令和２年　建設業における事故の型別労働災害発生状況（労働者死傷病報告による）
広島労働局（令和２年度５月末）

事故の
型別

墜落
転落 転倒 激突 飛来

落下
崩壊
倒壊

激突
され

はさまれ・
巻き込まれ

切  れ
こすれ

踏み
抜き

高温・低温
の物との
接　　触

有害物
質との
接　触

おぼれ 感電 交通
事故

動作の
反動 その他 合計

令和
元年

（1） （1） （2）
36 9 6 5 3 10 13 10 2 1 1 8 9 1 114

令和
２年 31 15 6 7 3 12 14 5 1 1 2 1 9 8 115
　（　　　）内は、死亡で内数

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••

＊ 会員の皆さまへ お知らせ ＊

令和２年度 第54回 広島県建設業労働災害防止大会は中止します
会員の皆様には、平素より当協会の事業運営について格別のご協力を賜り厚くお礼申し上げます。
さて、マスコミ報道等でご承知のとおり、新型コロナウイルス感染症が全国各地に拡散して、政府は４月
７日に「緊急事態宣言」を発出し、当初期限を延長した取り組みの結果、成果が現れた５月25日に最後まで残っ
ていた指定を解除するとともに、新型コロナウイルス対策の「基本的対処方針」を改訂して、社会・経済活
動の制限や自粛要請に関する「段階的緩和の目安」を公表し、緊急事態宣言はすべての都道府県で解除され、
県をまたぐ人の移動も可能となりました。
広島県支部、分会では、緊急事態宣言期間中の役員会や通常総会を書面決議による対応で行い、会議、パ
トロール、講習会等を中止していましたが、解除後に業務も通常に戻して、会議や講習会等の開催は「新し
い生活様式」を徹底し、「密閉、密集及び密接の解消」に可能な限りの取り組みを行って再開しています。
支部が開催する安全衛生大会については、政府が公表した「段階的緩和の目安」によれば、地域の実情を
勘案して「新しい生活様式」を徹底し、関係機関との十分な調整が整った場合の開催は差し支えないことに
なっています。
しかしながら、第56回通常総会の議案としてご承認いただいておりました「令和２年度 第54回広島県建設
業労働災害防止大会」は、開催に向けて準備を進めていましたが、新型コロナウイルス感染防止対策のため、
参加者等の安全を第一に考え、開催を中止することといたしました。
尚、支部長表彰者に対する表彰式は本大会で行うことができませんが、受賞者を決定して表彰状を作成す
ることとしております。受賞者の方へ後日お渡しさせていただきます。
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令 和 ２ 年 度 講 習 計 画
（令和２年７月〜９月末までの計画）

　作業主任者技能講習日程
足場の組立て等 実施場所 受付分会 鋼橋架設等 実施場所 受付分会 木造建築物等の組立て等 実施場所 受付分会
７月27〜28日 広島市 支部 ９月28〜29日 広島市 支部 ８月19〜20日 広島市 支部
　　29〜30日 福山市 福山
８月27〜28日 呉市 呉 建築物等の鉄骨の組立て等 実施場所 受付分会 コンクリート橋架設等 実施場所 受付分会
９月３〜４日 尾道市 尾道 ８月４〜５日 福山市 福山 ８月25〜26日 広島市 支部

９月７〜８日 福山市 福山
型枠支保工の組立て等 実施場所 受付分会 コンクリート造の工作物の解体等 実施場所 受付分会

８月６〜７日 三次市 三次 ９月２〜３日 福山市 福山

　特別教育日程
足場の組立て等 実施場所 受付分会 ロープ高所作業（学科のみ）実施場所 受付分会 巻上げ機（ウインチ）運転 実施場所 受付分会
８月７日 尾道市 尾道 ７月22日 呉市 呉 ７月21日 福山市 福山
　　25日 三次市 三次 ８月６日 広島市 支部 ８月21日 広島市 広島
　　26日 三原市 三原
　　27日 広島市 支部 フルハーネス型安全帯使用作業 実施場所 受付分会 低圧電気取扱業務 実施場所 受付分会
９月29日 呉市 呉 ８月25日 福山市 福山 ８月４日 広島市 広島

９月２日 広島市 支部
高所作業車運転業務 実施場所 受付分会

７月14日 福山市 福山

　特別教育に準じた教育日程
刈払機取扱い作業者 実施場所 受付分会 丸のこ等取扱い作業従事者 実施場所 受付分会

８月６日 福山市 福山 ９月15日 広島市 支部
　　28日 福山市 福山

　統括・職長等各種教育日程
現場管理者統括管理 実施場所 受付分会 職長・安全衛生責任者教育 実施場所 受付分会 職場環境改善 実施場所 受付分会８月28日 広島市 広島 能力向上教育 実施担当者講習

９月29日 三次市 三次 ７月29日 広島市 支部 ７月21日 広島市 支部
９月23日 広島市 支部

職長・安全衛生責任者教育 実施場所 受付分会 新 総合工事業者の 実施場所 受付分会７月15〜16日 広島市 広島 斜面点検者教育 実施場所 受付分会 リスクアセスメント
８月20〜21日 福山市 福山 ７月14日 三次市 三次 ９月14日 広島市 支部
９月17〜18日 広島市 広島 ９月９日 広島市 支部

　　17日 呉市 呉
＊詳細につきましては、支部及び各分会にお問い合わせください。
　なお、定数に満たない場合は中止、または、延期する場合があります。

　建災防広島県支部（082）228－8250

広島分会（082）228‒8252　福山分会（084）924‒4320　尾道分会（0848）22‒8918　廿日市分会（0829）31‒0196
呉 分 会（0823）22‒6886　三原分会（0848）63‒9920　三次分会（0824）62‒4391　　

広 島 県 支 部 各 分 会

ホームページアドレス

　建 災 防 広 島 県 支 部　http : //www.ｊｃｏｓｈａ-ｈｉｒｏｓｈｉｍａ.ｊｐ/
　建災防広島県支部広島分会　http : //www.ｊｃｏｓｈａ-ｈｉｒｏｓｈｉｍａ.ｊｐ/hiroshimabunkai/
　建災防広島県支部福山分会　http : //fukubun.sakura.ne.jp/
　建災防広島県支部三次分会　http : //ww7.enjoy.ne.jp/～khm62/

新型コロナウイルスの感染拡大防止に関する行政からの取組要請があった場合は、中止、または延期する場合
があります、ご協力をお願いします。

建設業労働災害防止協会広島県支部

建設工事に従事する労働者の
　ための安全衛生教育
　「建設従事者教育」（６時間）
＊要請により、随時実施（支部）


